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1. はじめに 
ブログや SNS などの普及に伴い，エンドユーザが発信

する CGM(Consumer Generated Media)から集合知(Collective 
Intelligence)獲得する手段として Web マイニング技術が注
目されている．適切なマイニングを行うためには，スパム

ページなどのコンテンツとして価値のない Web ページを
判別し除外するだけでなく，ページの中で本質的に重要な

個所(主要部分)を選び出すことが求められる． 
一般に，Web ページに含まれる広告などのノイズデータ

除去には DOM(Document Object Model)ツリー分析が有効で
あるが，下位層の処理が粗くなってしまうことが知られて

いる．そこで，本研究では DOM ツリー内のノードにおい

てリンク特性分析を行うことで下位層におけるノイズデー

タ除去を適切に行う手法を提案する．また，教師信号付き

機械学習により，ノイズデータにおけるリンク特性モデル

を獲得する機能により，ルールベースの既存手法に比べ未

知のノイズデータや言語の差異にも適応可能な汎用的手法

を目指す． 

2. Webドキュメントのノイズデータ除去 
一般に Web ドキュメントからノイズデータを除去する

手順は 1）ドキュメントの構造解析によるブロック分割，
2）各ブロックの分析評価によるノイズデータ箇所特定，
の 2 段階で構成される．Web ドキュメントにおけるノイズ
データ除去のイメージを図１に示す． 

 

2.1 ブロック分割 

ドキュメント全体を構造解析によって分割した各ブロッ

クは，ノイズデータ判別の際に最小単位となるため，適切

な粒度で分割する必要がある．分割が粗すぎるとノイズデ

ータが除去し切れずに残ってしまい，細かすぎるとノイズ

データを正確に判別できない． 
Web ドキュメントのブロック分割手法には，HTML をツ

リ ー 構 造 で 扱 う DOM を 利 用 し た DOM-based	 
segmentation[1]や，レイアウト情報によりページを 5 分割
（ top, down, left, right, center ） す る Location-based 
segmentation[2]などがあるが，ノイズデータ除去に適用す
るためには適切な分割粒度を設定する必要がある．また，

DOM に基づいた分割後，フォントサイズや背景色などの

類 似 性 を 利 用 し て 更 に 分 割 を 行 う Vision-based 
segmentation[3]では，閾値によりブロック分割の粒度を指
定できるが，多種多様な Web ドキュメントに適切な固定
的設定は困難である． 

2.2 ノイズデータ判定 

分割された各ブロックに対し，特定の判定基準に従って

ノイズデータかどうかの判定を行う． 
既存の判定基準としては，ヘッダや振ったなど同一サイ

ト内で共通に記述された部分を利用するもの[4]や，主要部
分はページの中央付近に現れるというレイアウト上の性質

を利用したもの[5]などがある．しかし，ナビゲーションバ
ーなどの，DOM ツリー階層において主要部分と離れてい

るノイズデータ除去には適しているが，主要部分近辺に入

り込んだ広告部分などの除去は困難である． 

2.3 ノイズデータ除去の要件 

適切なノイズデータ除去には，適切な粒度でのブロック

分割と，高い精度でのノイズデータ判定が必要である．細

粒度での分割に対応するには DOM ツリーを用いた手法が

有効であるが，DOM ツリー解析はトップダウンに分割を

進めて途中で打ち切るため，主要部分の間に入り込んだノ

イズデータの取り扱いに課題が残る．たとえば，図 2 にお
いて，主要部分 text1, text2 の間に挿入されたノイズ部分 a
を除去する手法が求められている． 
主要部分と判定したブロック内に残ったノイズデータ除

去に対する試みとしては，広告リストを用意してそれに基

づいて削除を行う手法 [6]があるが，未知のノイズデータ
や言語の違いに弱い． 
そこで，本研究では DOM ツリーによるブロック分割を

行った後，主要部分を含むブロックに対してリンク特性分

析を行うことで高精度なノイズデータ除去を行う手法を提

案する． 
    主要部分 

 
広告部分 

  
図 1	 ノイズデータ除去例 
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3. リンク特性分析によるノイズデータ除去 
2.3 項で挙げた要件を満たすノイズデータ除去手法を提

案する． 
ブロック分割には DOM ツリーを利用した手法を採用し，

各ブロックに含まれるハイパーリンク記述に関連した特性

分析(リンク特性分析)を行うことにより，高い精度でのノ
イズデータ判定が可能になることが期待できる．また，リ

ンク特性を分析することで，主要部分と判定されたブロッ

クに入り込んだノイズデータ箇所の検出・除去も可能とな

る． 
特性分析にあたっては，教師信号付き機械学習手法を適

用することで自動化を図る．予め複数の Web ドキュメン
トに対して手動で正しい解析結果を与える学習フェーズを

設けることにより，運用フェーズではノイズ箇所の判定を

自動化することが可能となる． 

3.1 リンク特性分析 

リンク特性の分析にあたっては，アンカータグ内部の情

報だけでなく，その周辺あるいはリンク先 Web ドキュメ
ントの情報までを対象に含める．代表的な特性の例を次に

示す． 
A) 頻出単語 
広告の周辺には「広告」「PR」「Advertise」などのキ
ーワードが記述されていることが多い．ノイズデータ

に含まれる単語群とその出現頻度をノイズデータ判定

の材料とする． 
B) URLクエリ 
成功報酬型の広告(アフィリエイト)などでは，広告主が
広告掲載者を識別するために URL に ID など埋め込む
ことがある．クエリ変数の文字列や数をノイズデータ

判定に活用する． 
C) リダイレクト 
クリック数カウントを目的として，一旦本来のリンク

先とは別ページへと誘導し，その後本来のページへの

リダイレクトする手法が多くみられる．ステータスコ

ードやメタタグを解析することで，リダイレクトを検

出してノイズデータ判定に活かす． 

その他，画像の大きさや開くウインドウサイズなどを基

にノイズデータ判別を行う． 

3.2 ノイズデータにおけるリンク特性の学習 

特性分析を自動化するために，ノイズデータにおけるリ

ンク特性モデルを機械学習によって獲得する．学習フェー

ズでは，実際の Web ページを閲覧しながらドキュメント
中のリンク毎にノイズデータの指定を行い教師信号とする．

運用フェーズでは，学習フェーズで得られたリンク特性モ

デルを用いて，Web ドキュメント中のノイズデータ判別を
行う．分類器としては，テキスト分類やスパムメールフィ

ルタに利用される SVM やナイーブベイズ分類器が考えら

れる． 
機械学習を用いることで，画像のノイズデータだけを除

去するなどの目的に応じた結果を得るために，学習フェー

ズにおける教師信号の与え方を工夫することも可能である．

また，テキスト情報だけに依存しないリンク特性を利用す

るため，言語の違いや未知のサイトの広告にも有効に動作

することが期待できるなど，事前に広告リストを用意する

手法に比べ柔軟で汎用的な適用が可能である．さらに，運

用フェーズにおいて，検出に失敗したノイズデータに対す

る教師信号の付与，学習サンプルとなる Web ページの追
加などにより，段階的な精度の向上を図ることもできる． 

4. おわりに 
本稿では，Web ドキュメントに含まれる広告やナビゲー

ションなどのノイズデータを除去し，主要部分のみを選び

出すために，リンク特性分析によってノイズデータを判別

する手法を提案した．DOM ツリーを利用したブロック分

割とリンク特性分析を組み合わせることで，従来の DOM
ツリーによる分析において課題となっていた主要部分に入

り込んだノイズデータの検出・除去を可能とした．実際の

分析にあたっては，教師信号付き機械学習により，ノイズ

データに関するリンク特性モデルを得ることで実行の自動

化とともに判定精度の向上を図った．提案手法は，既存の

ルールベース手法では困難であった，言語の差異や未知の

形式をもったノイズデータに対しても適用可能な汎用性を

備える． 
今後は，ノイズデータの種類に応じたリンク特性項目や，

検出精度の向上に効果的な学習手順などについて，実際に

多様な Web ドキュメントに本手法を適用する実験を通し
て検討していきたい． 
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図 2	 DOMツリーの例（点線枠はノイズ） 
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